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Ａ．研究目的 

 中国・四国小児科におけるEVD68の早期診

断体制を整備する 

 

Ｂ．研究方法 

 呼吸器症状がメインのEVD68の確定診断の

ため、RT-PCR法を岡山大学小児科で実施する

体制を作る 

(倫理面への配慮) 

本研究は岡山大学病院倫理委員会へ申請を

予定している。 

 

Ｃ．研究結果 

EVD68 のプローブ・プライマーを下記の通り

作成した（SIGMA-ALDRICH） 

HEV-D68 probe:TCGCACAGTGATAAATCAGCACGG 

HEV-D68 Forward:CACTGAACCAGAAGAAGCCA 

HEV-D68 Reverse:CCAAAGCTGCTCTACTGAGAAA 
参考文献) J Clin Microbiol. 2015 Aug;53(8):2641-7. 

Development and Evaluation of 

an Enterovirus D68 Real-Time Reverse Transcriptase 

PCR Assay. Wylie TN et.al. 

 測 定 系 の 確 認 の た め の EVD68-RNA 

positive contorol は国立感染症研究所ウイ

ルス第 2 部清水博之先生にご供与いただい

た。 

 岡山大学小児科において、エンテロウイル

スD68の検出法を確立した。 

 

Ｄ．考察 

 当院は中国四国地区の基幹病院を中心に、

主に小児科医を対象として急性脳炎/脳症の

病原体解析の重要性を啓発し、急性期の検体

採取法・保存法・感染症研究所への搬送法の

指導を行っている。 

 また当研究室は2005年よりヘルペス属の

ウイルス検索を行っている（図1）。 

(図１) 

特にHHV6はけいれん重積症例で比較的高頻

度に検出されており、急性脳炎/脳症の臨床

に有用である（図2）。 

（図2） 

研究要旨 
中国・四国小児科におけるエンテロウイルスD68(EVD68)の早期診断体制を整

備するため、呼吸器症状がメインのEVD68に対し、RT-PCR法を用いて確定診

断を行う体制を岡山大学小児科にて確立した。当施設はこれまで中国四国地

区の基幹病院を中心に急性脳炎/脳症の病因解明に対しヘルペス属ウイルス

PCRを施行してきたが、これからはEVD68も迅速な確定診断を行うことでEVD

68の病態解明に繋げて行きたい。 
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 急性脳炎/脳症の病因解析の流れを図3に

記載した。まず院内で施行可能な迅速診断を

行う。次に院外の検査機関や地方衛生研究所

に依頼する。岡山大学病院におけるウイルス

検索はここに位置している。上記でも病因が

同定できない場合に国立感染症研究所へ依

頼を行う。しかしこの時点で検体を採取して

も急性期を過ぎており間に合わないため、発

症時に５点セットを採取しておくことが重

要でありこの点を重点的に啓蒙している。発

症時に脳炎/脳症の届け出を行うことも併せ

て伝える。 

（図3） 

 

 今回当研究室においてエンテロウイルスD

68を検出するRT-PCR法を確立した。呼吸器症

状を主とする疾患の病因解析の流れを図4に

記載した。まず院内で施行可能な迅速診断を

行う。次に院外の検査機関や地方衛生研究所

に依頼する。岡山大学病院におけるウイルス

検索はここに位置している。経過中に急性弛

緩性麻痺（AFP）が出現した場合は速やかに5

点セットを採取し国立感染症研究所へ依頼

を行う。 

（図4） 

 

 

呼吸器症状が主のEVD68の迅速な確定診断が

行われることで、EVD68の病態が明らかにな

ることが期待される。 

 

Ｅ．結論 

 岡山大学小児科において、エンテロウイル

スD68の検出法を確立した。 

 中国・四国小児科における呼吸器症状が主

のEVD68の確定診断に有用である。 
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